











































中流に深い渕があって、其處に幾つかの大きな岩が聳えて居る。岩渕と言う村の名は是れに基いたものらしい 村は人家凡そ百軒、其一番東の端の家で私は生れ 。 」 （
　
岩渕村、藤岡）に始まり、父母とや

























の後、昭和二十四年（一九四九）に亡くなったが、 「病やゝ小康を得」て、 「昭和二十三年七月十六日」 （はしがき）までに書き上げ、長男眞佐夫氏が昭和五十六年九月に私家版で上梓された。蔵六の幼年時代、一高時代、それらが昨日のことのように生き生きと細やかに表現されており、就中九一か 一一八にいたる 高在学時代の、 「一一八
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も、 」 「心に甦る」一高時代、三年間 思索と体験の最後に「一 八
　


























































































城のそれに比 、余程俗界に近い感じがするが、併し和やかな暢んびりした景色で気が楽になった。芥川は赤城路 脚に應えたと言ってひとり旅館に残った。神社から旅館へ帰って見ると、彼は一人の紳士と知 合い な ていた。上野櫻木町の人で、今日自分も東京へ帰るからと言って、四
）21
（人と同じ列車に乗った。或驛で






















































































































































































































































































































e vergini delle rocce （
1895 ）の英訳本
the m
























































































































を見ていこう。 「妙義山登りは止めて、赤城山と榛名山とへ登ること」にしたのは、芥川と藤岡の二人であり、井川と長崎は妙義 にも ったのは前に見た。必然的に伊香保の宿でくつろいだ は芥川と藤岡であっ 故か、伊香保の宿と帰途の出来事を記したのは彼ら二人である。藤岡の「一高卒業記念旅行」は「芥川は赤城路が脚に應え
）32
（たと言って









































































森本修氏の言及があっ にも拘わらず、明治四十四年（一九一一）四月初旬の西川英次郎と 旅 されてきた芥川の『忘 られぬ印象』は大正二年（一九一三）六月下旬の卒業記念旅行で 藤岡との と確認できる。　
大阪市立大学学術情報総合センター恒藤記念室に『芥川龍之介全






















































aidens of the rocks P
age1906 ）や
M




















































などの細やかな感性を通しての交流を見た。恒藤は「友人芥川の追憶」十章に、芥川の個性や思想 形成について「彼 精神的に著しく早熟だつた。後年彼の諸々の作品に盛られた内容の根柢を成す人生観的思想は、高等学校時代 後半期及び大学時代の初半期にすでに確立されてゐたことを想ふ。 」と指摘す
）44
（る。 『父と子』は、岩渕尋常小学校、
津島高等小学校、県立宇和島中学校それぞれ、終了時 まとめが付してあり、 「一高卒業記念旅行」には「高等學校三年間に私 精神生活は幾つかの新しい出発を遂げ 其一 個性の自覺とそ 深化とである。其二は……。其三は……。其四は……。而して……。 」とある。　
井川の藤岡へ餞けとした和歌一首
見ぬ國の春にあくがれ常陸野の大利根越えて君ひとり行く























































































































































































月一日。○赤城山登山─ 高 年の春休み。 「紀行日記（斷片）Ⅷ赤城山（ノォト） 」 『芥川龍之介未定稿集』 （岩波書店
 昭和四十
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 34 
三年二月）も、 「青麥」 「桑畑」 「菜の花」 「春蠶」 「桃畑」など春の風物、 「われらの眼には新なり」という表現、 「雪に掩はれたる外輪山の一角を見る。雪の色白く鮮なり。 」と残雪深い赤城山の描写等この時の体験であろう。○日光塩原行─一高二年の同四十四年十月十四・十五日。○富士 裾野半周─同四十五年四月上旬。
（










































1912-14 ） ） 」
36～
40ページの『松陽新報』切抜。 『松陽新報』













































28） 「十 章」の挙掲の文章の前に「あまり長くなつたから大抵にして稿を了したいと思ふ。 」とあり、 「十五章」は短い結びの文章なので、実質恒藤にとっても一高卒業記念旅行を語る「十四章」が一高時代の芥川を語る最後 章で 。
（
29） 「逸楽の子」 「犠牲（罪なき者） 」 死の勝利」よ 成る三部作
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32） 「赤城の山つゝじ（一） 二） （三） 」同（四） 」同（五） 」による
「赤城路」の行程は、 「足尾鉄道の上神梅で下車、赤城山の大黒檜と地蔵が嶽との間の外輪山の凹みまで五里、外輪 角から湖畔
の宿まで七八町、宿泊」 「翌朝、大黒檜山頂上まで三十町、帰
















34） 「高等学校時代に友だちと二人で」に拠るのか、 『芥川龍之介全集』第五巻注解（中島礼子）は、 『忘れられぬ印象』を「一九一一年四月一日からの二学期終了の試験休み 西川英次郎とでかけ、六日に赤城山山頂に達した」とし、関口安義、庄司達也編『芥川龍之介全作品事典』 （勉誠出版
2000.6 ）の「忘れられぬ印象」
（阿部寿行）も「一九一一年四月の一高の試験休みに、友人西川英次郎と伊香保 旅行している。 」とする。芥川の「妙義山」は「榛名山」であろうが、一九一一年四月の赤城行きでは伊香保まで行っていない。残雪の深い四月初めの赤城 、芥川の「山に蔓
はびこ
る若葉の中を電車でむやみに上つて行つた」はそぐわない。藤岡の「初夏の薫風に送られて」が相応しい。森本修氏も季節の違いによるのであろう、恒藤の「赤城の山つゝじ」を論じて、 「の「忘れられぬ印象」 （伊香保み げ大八・八）は、この旅行の帰途 出来事を描いたものである。 」 （ 「恒藤恭著旧友芥川龍之介」『解釈と鑑賞』
33（３）
1968.2 ）とし、六月下旬の一高卒業記念






































精一氏は「彼の学業は優秀だつた。ことに家庭で和漢の古書などに讀み馴れてゐた爲に、漢文 力は抜群だつたさう ある。 」記す（ 『芥川龍之介』三省堂
　
昭和十七年十二月） 。 「小学校へは


































云々の旅は、東京府立第三中学校在学時の、一九〇八年のものである。 」とするが、一九〇八年夏の信州や甲州の旅、すなわち「三追憶の赤城」で見た浅間山登山の旅は、軽井沢から上野への汽車で帰っている（ 「丹波山・上諏訪・浅間行」 『芥川龍之介未定稿集』 ） 。これは朧化表現であり、 「一高の生徒だつた」大正二の卒業記念旅行の帰途、前橋（高崎『忘れられぬ印象』 ）から上野までの思い出 あろう。
（
41） 
芥川には、この短歌の翌大正三年十月一日発行『心の花』に
「若人（旋頭歌） 」の表題で掲載された旋頭歌十二首がある（ 『芥川龍之介全集』第一巻
　
岩波書店
　
第一刷
1995･11
第二刷
2007.1 ） 。その冒頭一首は伊香保での作を深めている。芥川一
個人の体験をこえて、若人 心象風景へと拡がりを見せている。 
（ 「若人（旋頭歌） 」冒頭の歌）
うら若き都人こそかなしけれ。失ひし夢を求むと市
まち
を歩める。
 
（伊香保での短歌）
うら若き都人ありなみだして温泉の町に夜の三味をきく
（
42） 
倉智恒夫「芥川龍之介読書年譜─フランス文学関係図書─」
『比較文学研究』
43号（東大比較文学会
1983･4 ） 。
（
43） 
井川の注（
30）読書リストに
58M
aeterlinck Sister B
eatrice 、
63M
aeterlinck B
arbe-bleue
とある。芥川は、注（
11）に引用し
た手紙（大正二年七月十七日付井川恭宛芥川書簡
104）で、 「二年
の時僕が寮へはいつて間もなく」井川の寮室の机上にふらんす語のマーテルリンクがあり、 （其時まだ僕は君がふらんす語が出来る事をしらなかつた）と語るが、井川の読書リスト原本の大正二
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 38 
年五月に
20M
aeterlinck A
glavaine et S
élysette
と、確かにフラ
ンス語の
M
aeterlinck
がある。
（
44） 
注（
25）に同じ。
（
45） 『中央公論』大正十四年二月、 『芥川龍之介全集』第十二巻
　
岩
波書店
　
第一刷
1996･10
第二
　
恒藤家には、大阪市立大学学術情報総合センター『恒藤記念室所
蔵資料目録（増補改訂版） 』 （
2015.3 ）資料
N
oX
-A
101
の公開許可
をいただいた。記して深謝の意を表したい。
